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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
皮膚の真皮レベルに関連する障害の少なくとも１つの症状を減少させる際に使用するため
のナノエマルションであって、ここで、該ナノエマルションは、粒子の集団を含み、該粒
子の大部分は、およそ１０からおよそ３００ナノメートルの直径を有し、該ナノエマルシ
ョンは、油、界面活性物質および少なくとも１つの治療薬を含み、該油および界面活性物
質が、０．５～２．０に及ぶ比で存在する、ナノエマルション。
【請求項２】
前記油および界面活性物質が、０．５～１．０に及ぶ比で存在する、請求項１に記載のよ
うに使用するためのナノエマルション。
【請求項３】
前記皮膚の真皮レベルに関連する障害が、多汗症、ざ瘡、臭汗症、色汗症、酒さ、抜け毛
、乾癬、光線性角化症、湿疹性皮膚炎、皮脂過剰生成障害、レイノー現象、エリテマトー
デス、色素沈着過剰障害、色素脱失障害、皮膚癌および／または真皮の感染症である、請
求項１または請求項２に記載のように使用するためのナノエマルション。
【請求項４】
前記皮膚の真皮レベルに関連する障害が、多汗症であり、前記ナノエマルションが、少な
くとも５０％、少なくとも７０％、少なくとも９０％、または少なくとも９９％の汗の減
少を達成するのに十分な量で投与される、請求項３に記載のように使用するためのナノエ
マルション。
【請求項５】
前記ナノエマルションが、望まれない著しい副作用を伴わずに前記患者の皮膚に投与され
る、請求項１～４のいずれか１項に記載のように使用するためのナノエマルション。
【請求項６】
前記患者の皮膚への前記ナノエマルションの投与が、同じ治療薬の注射または経口投与と
比べて、少なくとも１つの望まれない副作用を約５０％、約６０％、約７０％、約８０％
、約９０％、または約９５％減少させる、請求項１～４のいずれか１項に記載のように使
用するためのナノエマルション。
【請求項７】
前記望まれない副作用が、打撲傷、血腫、疼痛、斑状出血、望まれない全身作用、望まし
くない血中濃度、ボツリヌス中毒、下層神経組織に対する損傷、神経麻痺、筋肉に対する
望まれない作用、筋麻痺およびインフルエンザ様症状からなる群から選択される、請求項
５に記載のように使用するためのナノエマルション。
【請求項８】
前記粒子の大部分が、およそ１０からおよそ２００ナノメートル、およそ１０からおよそ
１５０ナノメートル、およそ１０からおよそ１２０ナノメートル、およそ１０からおよそ
１００ナノメートル、またはおよそ１０からおよそ５０ナノメートルの範囲の直径を有す
る、請求項１～４のいずれか１項に記載のように使用するためのナノエマルション。
【請求項９】
前記粒子の集団が、３００ｎｍを超える直径、２００ｎｍを超える直径、または１２０ｎ
ｍを超える直径を有する粒子を実質的に含まない、請求項１～４のいずれか１項に記載の
ように使用するためのナノエマルション。
【請求項１０】
前記粒子の５０％未満、２５％未満、１０％未満、５％未満、または１％未満が、３００
ｎｍを超える直径、２００ｎｍを超える直径または、１２０ｎｍを超える直径を有する、
請求項１～４のいずれか１項に記載のように使用するためのナノエマルション。
【請求項１１】
最小粒子直径と最大粒子直径との差が、およそ６００ｎｍを超えない、およそ３００ｎｍ
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を超えない、またはおよそ１００ｎｍを超えない、またはおよそ５０ｎｍを超えない、請
求項１～４のいずれか１項に記載のように使用するためのナノエマルション。
【請求項１２】
前記粒子が、１００ｎｍという平均直径、または７５ｎｍという平均直径を有するか、あ
るいは１００～３００ｎｍ、５０～２５０ｎｍ、７０～１３０ｎｍ、１０～１００ｎｍ、
または５０～１００ｎｍに及ぶ平均直径を有する、請求項１～４のいずれか１項に記載の
ように使用するためのナノエマルション。
【請求項１３】
前記ナノエマルションが、毒性溶媒を実質的に含まないか、または５０％未満、２５％未
満、１０％未満、５％未満、もしくは、１％未満の毒性溶媒を含む、請求項１～４のいず
れか１項に記載のように使用するためのナノエマルション。
【請求項１４】
前記ナノエマルションが、安定であるか、あるいは前記粒子の大部分が、少なくとも１日
間、少なくとも２ヶ月間、少なくとも５ヶ月間、少なくとも１２ヶ月間、または少なくと
も２４ヶ月間安定である、請求項１～４のいずれか１項に記載のように使用するためのナ
ノエマルション。
【請求項１５】
前記ナノエマルションが、高剪断力に曝露されることによってか、微小流動化によってか
、キャビテーションによってか、または高圧均質化によって生成され、必要に応じて、該
微小流動化がシングルパス微小流動化である、請求項１～４のいずれか１項に記載のよう
に使用するためのナノエマルション。
【請求項１６】
前記ナノエマルションが、１０分未満、２分未満、１分未満、または３０秒未満にわたっ
て高剪断力に曝露されることによって生成されたか、あるいは前記ナノエマルションが、
３，０００ｐｓｉを超える圧力、１０，０００ｐｓｉを超える圧力、１８，０００ｐｓｉ
を超える圧力、２４，０００ｐｓｉを超える圧力、３０，０００ｐｓｉを超える圧力、ま
たは４０，０００ｐｓｉを超える圧力に曝露されることによって生成されたか、あるいは
前記ナノエマルションが、３,０００ｐｓｉを超える圧力、１０,０００ｐｓｉを超える圧
力、１８,０００ｐｓｉを超える圧力、２１，０００ｐｓｉを超える圧力、２４，０００
ｐｓｉを超える圧力、３０，０００ｐｓｉを超える圧力、または４０，０００ｐｓｉを超
える圧力における微小流動化によって生成された、請求項１～４のいずれか１項に記載の
ように使用するためのナノエマルション。
【請求項１７】
前記治療薬が、ボツリヌス毒素であり、必要に応じて、該ボツリヌス毒素が、
　（ａ）前記粒子内に被包されているか、
　（ｂ）前記粒子の表面上に吸着されているか、
　（ｃ）前記粒子の界面に会合されているか、
　（ｄ）Ａ型、Ｂ型、Ｃ１型、Ｃ２型、Ｄ型、Ｅ型、Ｆ型およびＧ型を含む群から選択さ
れるか、
　（ｅ）ボツリヌス毒素複合体であるか、
　（ｆ）アルブミンマトリックス内に組み込まれているか、
　（ｇ）アルブミンマトリックス内に組み込まれていないか、
　（ｈ）精製されたボツリヌス毒素タンパク質またはそのフラグメントであるか、
　（ｉ）他のタンパク質から単離されているか、または実質的に単離されているか、
　（ｊ）非毒性のタンパク質から単離されているか、または実質的に単離されているか、
　（ｋ）化学的に合成されているか、
　（ｌ）組換え的に生成されるか、
　（ｍ）野生型毒素のフラグメントであるか、あるいは
　（ｎ）野生型毒素と比べて、少なくとも１つの変異を含む、
請求項１～４のいずれか１項に記載のように使用するためのナノエマルション。
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【請求項１８】
前記治療薬が、ポリペプチド、核酸、脂質、炭水化物、小分子、抗生物質、抗体、過酸化
ベンゾイル、イソトレチノイン、またはアゼライン酸（ａｚｅｌｉａｃ　ａｃｉｄ）であ
るか、あるいは該治療薬が、Ａ型ボツリヌス毒素、Ｂ型ボツリヌス毒素、Ｃ１型ボツリヌ
ス毒素、Ｃ２型ボツリヌス毒素、Ｄ型ボツリヌス毒素、Ｅ型ボツリヌス毒素、Ｆ型ボツリ
ヌス毒素、Ｇ型ボツリヌス毒素、局所用殺菌薬、過酸化ベンゾイル、トリクロサン、グル
コン酸クロルヘキシジン、経口用抗生物質、局所用抗生物質、テトラサイクリン、ドキシ
サイクリン、ミノサイクリン、メトロニダゾール、マクロライド抗生物質、ペニシリン、
ジクロキサシリン、セファレキシン、エリスロマイシン、クリンダマイシン、ゲンタマイ
シン、スティーマイシン、ムピロシン、ホルモン、コルチゾン、局所用レチノイド、トレ
チノイン、アダパレン、タザロテン、レチノール、抗ざ瘡活性を有する天然物、アロエベ
ラ、アルーナ、ウコン、パパイヤ、ティーツリー油、アゼライン酸、ニコチンアミド、制
汗薬、塩化アルミニウム、アルミニウムクロロハイドレート、アルミニウム－ジルコニウ
ム化合物、アルミニウムジルコニウムテトラクロロハイドレックスグリシン、アルミニウ
ムジルコニウムトリクロロハイドレックスグリシン、アンモニウムミョウバン、経口イソ
トレチノイン、局所用スルファセタミド、局所硫黄、局所用カルシニューリンインヒビタ
ー、タクロリムス、ピメクロリムス、局所用ペルメトリン、植物起源のメチルスルホニル
メタン（ＭＳＭ）とシリマリンとの組み合わせ、アザ－ステロイド、フィナステリド、デ
ュタステリド、ミノキシジル、抗アンドロゲン、ケトコナゾール、フルコナゾール、スピ
ロノラクトン、ソーパルメット、カフェイン、銅ペプチド、窒素酸化物スピン標識ＴＥＭ
ＰＯおよびＴＥＭＰＯＬ、不飽和脂肪酸、ガンマリノレン酸、ヘッジホッグアゴニスト、
アゼライン酸と亜鉛との組み合わせ、ツルドクダミ、カボチャの種子、亜鉛、イラクサ、
コールタール、ジトラノール、コルチコステロイド、デスオキシメタゾン、ビタミンＤ３
アナログ、カルシポトリオール、アルガンオイル、長波長紫外線（ＵＶＡ）への曝露を伴
う局所用ソラレン、マリアアザミ、メトトレキサート、シクロスポリン、チオグアニン、
ヒドロキシ尿素、スルファサラジン、ミコフェノール酸モフェチル、アザチオプリン、タ
クロリムス、ピメクロリムス、アレファセプト、エタネルセプト、インフリキシマブ、リ
ツキシマブ、エファリツマブ、アダリムマブ、ウステキヌマブ、バシトラシンとポリミキ
シンとの局所用混合物、局所用フシジン酸クリーム、抗ウイルス治療剤、アシクロビル、
ファムシクロビル、バラシクロビル、トリクロロ酢酸、サリチル酸、ポドフィリン、ｃａ
ｎｔｈａｃｕｒ、イミキモド、テルビナフィン、クロトリマゾール、エコナゾール、硫化
セレンシャンプー、ケトコナゾールシャンプー、イトラコナゾール、５－フルオロウラシ
ル、イミキモド、ジクロフェナク、クロコダイル油およびそれらの組み合わせからなる群
から選択される、請求項１～４のいずれか１項に記載のように使用するためのナノエマル
ション。
【請求項１９】
前記ナノエマルションが、皮膚を変質または変化させずに皮膚に浸透し得るか、または皮
膚透過促進剤も、表皮剥脱物質も、化学的透過促進剤も、表皮剥脱物質も、機械的透過促
進剤も、表皮剥脱物質も使用せずに、該皮膚に浸透し得る、請求項１～４のいずれか１項
に記載のように使用するためのナノエマルション。
【請求項２０】
前記ナノエマルションが、皮膚透過促進剤または表皮剥脱物質を使用せずに皮膚の最上層
に浸透し得、必要に応じて、該皮膚の最上層が、角質層の表面であるか、または該皮膚の
最上層が、皮膚孔もしくは皮膚腺を含む、請求項１～４のいずれか１項に記載のように使
用するためのナノエマルション。
【請求項２１】
前記油が、アーモンドオイル、杏仁油、アボカド油、ババス油、ベルガモット油、ブラッ
クカラントシードオイル、ルリヂサ油、カデ油、カモミールオイル、カノーラ油、カラウ
ェー油、カルナバオイル、ひまし油、桂皮油、カカオバター、やし油、タラ肝油、コーヒ
ーオイル、トウモロコシ油、綿実油、エミューオイル、ユーカリ油、月見草油、魚油、ア
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マニ油、ゲラニオール油、ヒョウタン油、ブドウ種油、ヘーゼルナッツオイル、ヒソップ
油、ミリスチン酸イソプロピル、ホホバ油、ククイナッツ油、ラバンジン油、ラベンダー
油、レモン油、アオモジ油、マカダミアナッツ油、ゼニアオイ油、マンゴー種子油、メド
ウフォーム種子油、ミンク油、ナツメグ油、オリーブ油、オレンジ油、オレンジラフィー
油、パーム油、パーム核油、桃仁油、落花生油、ケシ種子油、パンプキンシードオイル、
菜種油、米糠油、ローズマリー油、ベニバナ油、ビャクダン油、サザンカ油、セイボリー
オイル、クロウメモドキオイル、ゴマ油、シアバター油、シリコーン油、ダイズ油、ヒマ
ワリ油、ティーツリー油、アザミ油、ツバキ油、ベチベル油、クルミ油、麦芽油および１
３４９オイルならびにそれらの組み合わせからなる群から選択されるか、中鎖トリグリセ
リドであるか、ステアリン酸ブチル、カプリル酸トリグリセリド、カプリン酸トリグリセ
リド、シクロメチコン、セバシン酸ジエチル、ジメチコーン３６０、ミリスチン酸イソプ
ロピル、鉱油、オクチルドデカノール、オレイルアルコール、シリコーン油およびそれら
の組み合わせからなる群から選択されるか、あるいは前記界面活性物質が、非イオン性洗
浄剤であるか、またはホスホグリセリド；ホスファチジルコリン；ジパルミトイルホスフ
ァチジルコリン（ＤＰＰＣ）；ジオレイルホスファチジルエタノールアミン（ＤＯＰＥ）
；ジオレイルオキシプロピルトリエチルアンモニウム（ＤＯＴＭＡ）；ジオレオイルホス
ファチジルコリン；コレステロール；コレステロールエステル；ジアシルグリセロール；
ジアシルグリセロールスクシネート；ジホスファチジルグリセロール（ＤＰＰＧ）；ヘキ
サンデカノール；ポリエチレングリコール（ＰＥＧ）などの脂肪アルコール；ポリオキシ
エチレン－９－ラウリルエーテル；パルミチン酸またはオレイン酸などの表面活性脂肪酸
；脂肪酸；脂肪酸モノグリセリド；脂肪酸ジグリセリド；脂肪酸アミド；トリオレイン酸
ソルビタン（Ｓｐａｎ８５）グリココレート；ソルビタンモノラウレート（Ｓｐａｎ２０
）；ポリソルベート２０（ＴＷＥＥＮ（登録商標）２０）；ポリソルベート６０（ＴＷＥ
ＥＮ（登録商標）６０）；ポリソルベート６５（ＴＷＥＥＮ（登録商標）６５）；ポリソ
ルベート８０（ＴＷＥＥＮ（登録商標）８０）；ポリソルベート８５（ＴＷＥＥＮ（登録
商標）８５）；超精製ポリソルベート２０（ＳＲ　ＴＷＥＥＮ（登録商標）２０）；超精
製ポリソルベート６０（ＳＲ　ＴＷＥＥＮ（登録商標）６０）；超精製ポリソルベート６
５（ＳＲ　ＴＷＥＥＮ（登録商標）６５）；超精製ポリソルベート８０（ＳＲ　ＴＷＥＥ
Ｎ（登録商標）８０）；超精製ポリソルベート８５（ＳＲ　ＴＷＥＥＮ（登録商標）８５
）；モノステアリン酸ポリオキシエチレン；スルファクチン；ポロキソマー；トリオレイ
ン酸ソルビタンなどのソルビタン脂肪酸エステル；レシチン；リゾレシチン；ホスファチ
ジルセリン；ホスファチジルイノシトール；スフィンゴミエリン；ホスファチジルエタノ
ールアミン（ケファリン）；カルジオリピン；ホスファチジン酸；セレブロシド；ジセチ
ルホスフェート；ジパルミトイルホスファチジルグリセロール；ステアリルアミン；ドデ
シルアミン；ヘキサデシル－アミン；パルミチン酸アセチル；リシノール酸グリセリン；
ステアリン酸ヘキサデシル；ミリスチン酸イソプロピル；チロキサポール；ポリ（エチレ
ングリコール）５０００－ホスファチジルエタノールアミン；ポリ（エチレングリコール
）４００－モノステアレート；リン脂質；高い界面活性物質の特性を有する合成および／
または天然の洗浄剤；デオキシコレート；シクロデキストリン；カオトロピック塩；イオ
ン対形成剤；ならびにそれらの組み合わせからなる群から選択される、請求項１または請
求項２に記載のように使用するためのナノエマルション。
【請求項２２】
前記ナノエマルションが、１つより多い油を有しないか、または１つより多い界面活性物
質を有しない、請求項１～４のいずれか１項に記載のように使用するためのナノエマルシ
ョン。
【請求項２３】
前記油および界面活性物質が、１．５～２．０に及ぶ比で存在する、請求項１～４のいず
れか１項に記載のように使用するためのナノエマルション。
【請求項２４】
前記ナノエマルション中の油のパーセントが、１％～１０％に及ぶか、およそ７％である
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か、およそ６％であるか、またはおよそ５％であるか、あるいは前記ナノエマルション中
の界面活性物質のパーセントが、１％～２０％に及ぶか、１％～１０％に及ぶか、およそ
９％であるか、またはおよそ１０％である、請求項１～４のいずれか１項に記載のように
使用するためのナノエマルション。
【請求項２５】
前記ナノエマルションが、該ナノエマルションおよび少なくとも１つの薬学的に許容可能
な賦形剤を含む薬学的組成物として提供され、必要に応じて、該組成物が、クリーム、ロ
ーション、リニメント剤、ゲル、軟膏、スプレー、粉末、軟化薬、エアロゾルおよびそれ
らの組み合わせからなる群から選択されるか、または該組成物が、粘着性パッチもしくは
デオドラントスティックを用いて経皮的に投与される、請求項１～４のいずれか１項に記
載のように使用するためのナノエマルション。
【請求項２６】
前記治療薬のすべてが、皮膚を透過するか、あるいは前記治療薬の少なくとも９９％、少
なくとも９５％、少なくとも９０％、少なくとも７５％、少なくとも５０％、少なくとも
２５％、少なくとも１０％、または少なくとも１％が、皮膚を透過する、請求項２５に記
載のように使用するためのナノエマルション。
【請求項２７】
粒子の集団を含むナノエマルションであって、該粒子の大部分は、およそ１０からおよそ
３００ナノメートルの直径を有し、該ナノエマルションは、油、界面活性物質および少な
くとも１つの治療薬を含み、該油および界面活性物質が、０．５～２．０に及ぶ比で存在
する、ナノエマルション。
【請求項２８】
前記油および界面活性物質が、０．５～１．０に及ぶ比で存在する、請求項２７に記載の
ように使用するためのナノエマルション。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　それゆえ、本発明は、真皮構造に関連する状態または障害の処置に有用な治療薬を含む
ナノ粒子組成物（例えば、ナノエマルション）を含む組成物を皮膚表面に適用することに
よってその状態または障害を処置する方法を提供する。通常、ナノ粒子組成物は、その状
態または障害を処置するのに十分な量の治療薬が真皮構造に送達されるように設計され、
構築される。通常、ナノ粒子組成物は、真皮の内側および／または外側に望まれない臨床
効果を誘導しないように設計され、構築される。
　本発明は、例えば、以下を提供する：
（項目１）
皮膚の真皮レベルに関連する障害の少なくとも１つの症状を示す患者を同定する工程；お
よび
該患者の皮膚にナノエマルションを投与して、該症状の少なくとも１つを減少させる工程
を含む方法であって、ここで、該ナノエマルションは、粒子の集団を含み、該粒子の大部
分は、およそ１０からおよそ３００ナノメートルの直径を有し、該ナノエマルションは、
少なくとも１つの治療薬を含む、方法。
（項目２）
ざ瘡の少なくとも１つの症状を示す患者を提供する工程；および
該患者の皮膚にナノエマルションを投与して、該症状の少なくとも１つを減少させる工程
を含む方法であって、ここで、該ナノエマルションは、粒子の集団を含み、該粒子の大部
分は、およそ１０からおよそ３００ナノメートルの直径を有し、該ナノエマルションは、
少なくとも１つの治療薬を含む、方法。
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（項目３）
多汗症の少なくとも１つの症状を示す患者を同定する工程；および
該患者の皮膚にナノエマルションを投与して、該症状の少なくとも１つを減少させる工程
を含む方法であって、ここで、該ナノエマルションは、粒子の集団を含み、該粒子の大部
分は、およそ１０からおよそ３００ナノメートルの直径を有し、該ナノエマルションは、
少なくとも１つの治療薬を含む、方法。
（項目４）
前記ナノエマルションが、約５０％の汗の減少を達成するのに十分な量で投与される、項
目３に記載の方法。
（項目５）
前記ナノエマルションが、約６０％の汗の減少を達成するのに十分な量で投与される、項
目３に記載の方法。
（項目６）
前記ナノエマルションが、約７０％の汗の減少を達成するのに十分な量で投与される、項
目３に記載の方法。
（項目７）
前記ナノエマルションが、約７５％の汗の減少を達成するのに十分な量で投与される、項
目３に記載の方法。
（項目８）
前記ナノエマルションが、約８０％の汗の減少を達成するのに十分な量で投与される、項
目３に記載の方法。
（項目９）
前記ナノエマルションが、約８５％の汗の減少を達成するのに十分な量で投与される、項
目３に記載の方法。
（項目１０）
前記ナノエマルションが、約９０％の汗の減少を達成するのに十分な量で投与される、項
目３に記載の方法。
（項目１１）
前記ナノエマルションが、約９５％の汗の減少を達成するのに十分な量で投与される、項
目３に記載の方法。
（項目１２）
前記ナノエマルションが、約９８％の汗の減少を達成するのに十分な量で投与される、項
目３に記載の方法。
（項目１３）
前記ナノエマルションが、約９９％の汗の減少を達成するのに十分な量で投与される、項
目３に記載の方法。
（項目１４）
前記ナノエマルションが、少なくとも５０％の汗の減少を達成するのに十分な量で投与さ
れる、項目３に記載の方法。
（項目１５）
前記ナノエマルションが、少なくとも６０％の汗の減少を達成するのに十分な量で投与さ
れる、項目３に記載の方法。
（項目１６）
前記ナノエマルションが、少なくとも７０％の汗の減少を達成するのに十分な量で投与さ
れる、項目３に記載の方法。
（項目１７）
前記ナノエマルションが、少なくとも７５％の汗の減少を達成するのに十分な量で投与さ
れる、項目３に記載の方法。
（項目１８）
前記ナノエマルションが、少なくとも８０％の汗の減少を達成するのに十分な量で投与さ
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れる、項目３に記載の方法。
（項目１９）
前記ナノエマルションが、少なくとも８５％の汗の減少を達成するのに十分な量で投与さ
れる、項目３に記載の方法。
（項目２０）
前記ナノエマルションが、少なくとも９０％の汗の減少を達成するのに十分な量で投与さ
れる、項目３に記載の方法。
（項目２１）
前記ナノエマルションが、少なくとも９５％の汗の減少を達成するのに十分な量で投与さ
れる、項目３に記載の方法。
（項目２２）
前記ナノエマルションが、少なくとも９８％の汗の減少を達成するのに十分な量で投与さ
れる、項目３に記載の方法。
（項目２３）
前記ナノエマルションが、少なくとも９９％の汗の減少を達成するのに十分な量で投与さ
れる、項目３に記載の方法。
（項目２４）
臭汗症の少なくとも１つの症状を示す患者を提供する工程；および
該患者の皮膚にナノエマルションを投与して、該症状の少なくとも１つを減少させる工程
を含む方法であって、ここで、該ナノエマルションは、粒子の集団を含み、該粒子の大部
分は、およそ１０からおよそ３００ナノメートルの直径を有し、該ナノエマルションは、
少なくとも１つの治療薬を含む、方法。
（項目２５）
色汗症の少なくとも１つの症状を示す患者を同定する工程；および
該患者の皮膚にナノエマルションを投与して、該症状の少なくとも１つを減少させる工程
を含む方法であって、ここで、該ナノエマルションは、粒子の集団を含み、該粒子の大部
分は、およそ１０からおよそ３００ナノメートルの直径を有し、該ナノエマルションは、
少なくとも１つの治療薬を含む、方法。
（項目２６）
酒さの少なくとも１つの症状を示す患者を同定する工程；および
該患者の皮膚にナノエマルションを投与して、該症状の少なくとも１つを減少させる工程
を含む方法であって、ここで、該ナノエマルションは、粒子の集団を含み、該粒子の大部
分は、およそ１０からおよそ３００ナノメートルの直径を有し、該ナノエマルションは、
少なくとも１つの治療薬を含む、方法。
（項目２７）
抜け毛の少なくとも１つの症状を示す患者を同定する工程；および
該患者の皮膚にナノエマルションを投与して、該症状の少なくとも１つを減少させる工程
を含む方法であって、ここで、該ナノエマルションは、粒子の集団を含み、該粒子の大部
分は、およそ１０からおよそ３００ナノメートルの直径を有し、該ナノエマルションは、
少なくとも１つの治療薬を含む、方法。
（項目２８）
乾癬の少なくとも１つの症状を示す患者を同定する工程；および
該患者の皮膚にナノエマルションを投与して、該症状の少なくとも１つを減少させる工程
を含む方法であって、ここで、該ナノエマルションは、粒子の集団を含み、該粒子の大部
分は、およそ１０からおよそ３００ナノメートルの直径を有し、該ナノエマルションは、
少なくとも１つの治療薬を含む、方法。
（項目２９）
真皮の感染の少なくとも１つの症状を示す患者を同定する工程；および
該患者の皮膚にナノエマルションを投与して、該症状の少なくとも１つを減少させる工程
を含む方法であって、ここで、該ナノエマルションは、粒子の集団を含み、該粒子の大部
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分は、およそ１０からおよそ３００ナノメートルの直径を有し、該ナノエマルションは、
少なくとも１つの治療薬を含む、方法。
（項目３０）
光線性角化症の少なくとも１つの症状を示す患者を同定する工程；および
該患者の皮膚にナノエマルションを投与して、該症状の少なくとも１つを減少させる工程
を含む方法であって、ここで、該ナノエマルションは、粒子の集団を含み、該粒子の大部
分は、およそ１０からおよそ３００ナノメートルの直径を有し、該ナノエマルションは、
少なくとも１つの治療薬を含む、方法。
（項目３１）
湿疹性皮膚炎の少なくとも１つの症状を示す患者を同定する工程；および
該患者の皮膚にナノエマルションを投与して、該症状の少なくとも１つを減少させる工程
を含む方法であって、ここで、該ナノエマルションは、粒子の集団を含み、該粒子の大部
分は、およそ１０からおよそ３００ナノメートルの直径を有し、該ナノエマルションは、
少なくとも１つの治療薬を含む、方法。
（項目３２）
皮脂過剰生成障害の少なくとも１つの症状を示す患者を同定する工程；および
該患者の皮膚にナノエマルションを投与して、該症状の少なくとも１つを減少させる工程
を含む方法であって、ここで、該ナノエマルションは、粒子の集団を含み、該粒子の大部
分は、およそ１０からおよそ３００ナノメートルの直径を有し、該ナノエマルションは、
少なくとも１つの治療薬を含む、方法。
（項目３３）
レイノー現象の少なくとも１つの症状を示す患者を同定する工程；および
該患者の皮膚にナノエマルションを投与して、該症状の少なくとも１つを減少させる工程
を含む方法であって、ここで、該ナノエマルションは、粒子の集団を含み、該粒子の大部
分は、およそ１０からおよそ３００ナノメートルの直径を有し、該ナノエマルションは、
少なくとも１つの治療薬を含む、方法。
（項目３４）
エリテマトーデスの少なくとも１つの症状を示す患者を同定する工程；および
該患者の皮膚にナノエマルションを投与して、該症状の少なくとも１つを減少させる工程
を含む方法であって、ここで、該ナノエマルションは、粒子の集団を含み、該粒子の大部
分は、およそ１０からおよそ３００ナノメートルの直径を有し、該ナノエマルションは、
少なくとも１つの治療薬を含む、方法。
（項目３５）
色素沈着過剰障害の少なくとも１つの症状を示す患者を同定する工程；および
該患者の皮膚にナノエマルションを投与して、該症状の少なくとも１つを減少させる工程
を含む方法であって、ここで、該ナノエマルションは、粒子の集団を含み、該粒子の大部
分は、およそ１０からおよそ３００ナノメートルの直径を有し、該ナノエマルションは、
少なくとも１つの治療薬を含む、方法。
（項目３６）
色素脱失障害の少なくとも１つの症状を示す患者を同定する工程；および
該患者の皮膚にナノエマルションを投与して、該症状の少なくとも１つを減少させる工程
を含む方法であって、ここで、該ナノエマルションは、粒子の集団を含み、該粒子の大部
分は、およそ１０からおよそ３００ナノメートルの直径を有し、該ナノエマルションは、
少なくとも１つの治療薬を含む、方法。
（項目３７）
皮膚癌の少なくとも１つの症状を示す患者を同定する工程；および
該患者の皮膚にナノエマルションを投与して、該症状の少なくとも１つを減少させる工程
を含む方法であって、ここで、該ナノエマルションは、粒子の集団を含み、該粒子の大部
分は、およそ１０からおよそ３００ナノメートルの直径を有し、該ナノエマルションは、
少なくとも１つの治療薬を含む、方法。
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（項目３８）
真皮の感染症の少なくとも１つの症状を示す患者を同定する工程；および
該患者の皮膚にナノエマルションを投与して、該症状の少なくとも１つを減少させる工程
を含む方法であって、ここで、該ナノエマルションは、粒子の集団を含み、該粒子の大部
分は、およそ１０からおよそ３００ナノメートルの直径を有し、該ナノエマルションは、
少なくとも１つの治療薬を含む、方法。
（項目３９）
前記ナノエマルションが、望まれない著しい副作用を伴わずに前記患者の皮膚に投与され
る、項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目４０）
前記患者の皮膚への前記ナノエマルションの投与が、同じ治療薬の注射または経口投与と
比べて、少なくとも１つの望まれない副作用を約５０％減少させる、項目１～３８のいず
れか１項に記載の方法。
（項目４１）
前記患者の皮膚への前記ナノエマルションの投与が、同じ治療薬の注射または経口投与と
比べて、少なくとも１つの望まれない副作用を約６０％減少させる、項目１～３８のいず
れか１項に記載の方法。
（項目４２）
前記患者の皮膚への前記ナノエマルションの投与が、同じ治療薬の注射または経口投与と
比べて、少なくとも１つの望まれない副作用を約７０％減少させる、項目１～３８のいず
れか１項に記載の方法。
（項目４３）
前記患者の皮膚への前記ナノエマルションの投与が、同じ治療薬の注射または経口投与と
比べて、少なくとも１つの望まれない副作用を約８０％減少させる、項目１～３８のいず
れか１項に記載の方法。
（項目４４）
前記患者の皮膚への前記ナノエマルションの投与が、同じ治療薬の注射または経口投与と
比べて、少なくとも１つの望まれない副作用を約９０％減少させる、項目１～３８のいず
れか１項に記載の方法。
（項目４５）
前記患者の皮膚への前記ナノエマルションの投与が、同じ治療薬の注射または経口投与と
比べて、少なくとも１つの望まれない副作用を約９５％減少させる、項目１～３８のいず
れか１項に記載の方法。
（項目４６）
前記望まれない副作用が、打撲傷、血腫、疼痛、斑状出血、望まれない全身作用、望まし
くない血中濃度、ボツリヌス中毒、下層神経組織に対する損傷、神経麻痺、筋肉に対する
望まれない作用、筋麻痺およびインフルエンザ様症状からなる群から選択される、項目４
０～４６のいずれか１項に記載の方法。
（項目４７）
前記粒子の大部分が、およそ１０からおよそ２５０ナノメートルの範囲の直径を有する、
項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目４８）
前記粒子の大部分が、およそ１０からおよそ２００ナノメートルの範囲の直径を有する、
項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目４９）
前記粒子の大部分が、およそ１０からおよそ１５０ナノメートルの範囲の直径を有する、
項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目５０）
前記粒子の大部分が、およそ１０からおよそ１２０ナノメートルの範囲の直径を有する、
項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
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（項目５１）
前記粒子の大部分が、およそ１０からおよそ１００ナノメートルの範囲の直径を有する、
項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目５２）
前記粒子の大部分が、およそ１０からおよそ５０ナノメートルの範囲の直径を有する、項
目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目５３）
前記粒子の集団が、３００ｎｍを超える直径を有する粒子を実質的に含まない、項目１～
３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目５４）
前記粒子の５０％未満が、３００ｎｍを超える直径を有する、項目１～３８のいずれか１
項に記載の方法。
（項目５５）
前記粒子の２５％未満が、３００ｎｍを超える直径を有する、項目１～３８のいずれか１
項に記載の方法。
（項目５６）
前記粒子の１０％未満が、３００ｎｍを超える直径を有する、項目１～３８のいずれか１
項に記載の方法。
（項目５７）
前記粒子の５％未満が、３００ｎｍを超える直径を有する、項目１～３８のいずれか１項
に記載の方法。
（項目５８）
前記粒子の１％未満が、３００ｎｍを超える直径を有する、項目１～３８のいずれか１項
に記載の方法。
（項目５９）
前記粒子の集団が、２００ｎｍを超える直径を有する粒子を実質的に含まない、項目１～
３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目６０）
前記粒子の５０％未満が、２００ｎｍを超える直径を有する、項目１～３８のいずれか１
項に記載の方法。
（項目６１）
前記粒子の２５％未満が、２００ｎｍを超える直径を有する、項目１～３８のいずれか１
項に記載の方法。
（項目６２）
前記粒子の１０％未満が、２００ｎｍを超える直径を有する、項目１～３８のいずれか１
項に記載の方法。
（項目６３）
前記粒子の５％未満が、２００ｎｍを超える直径を有する、項目１～３８のいずれか１項
に記載の方法。
（項目６４）
前記粒子の１％未満が、２００ｎｍを超える直径を有する、項目１～３８のいずれか１項
に記載の方法。
（項目６５）
前記粒子の集団が、１２０ｎｍを超える直径を有する粒子を実質的に含まない、項目１～
３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目６６）
前記粒子の５０％未満が、１２０ｎｍを超える直径を有する、項目１～３８のいずれか１
項に記載の方法。
（項目６７）
前記粒子の２５％未満が、１２０ｎｍを超える直径を有する、項目１～３８のいずれか１
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項に記載の方法。
（項目６８）
前記粒子の１０％未満が、１２０ｎｍを超える直径を有する、項目１～３８のいずれか１
項に記載の方法。
（項目６９）
前記粒子の５％未満が、１２０ｎｍを超える直径を有する、項目１～３８のいずれか１項
に記載の方法。
（項目７０）
前記粒子の１％未満が、１２０ｎｍを超える直径を有する、項目１～３８のいずれか１項
に記載の方法。
（項目７１）
最小粒子直径と最大粒子直径との差が、およそ６００ｎｍを超えない、項目１～３８のい
ずれか１項に記載の方法。
（項目７２）
最小粒子直径と最大粒子直径との差が、およそ５００ｎｍを超えない、項目１～３８のい
ずれか１項に記載の方法。
（項目７３）
最小粒子直径と最大粒子直径との差が、およそ４００ｎｍを超えない、項目１～３８のい
ずれか１項に記載の方法。
（項目７４）
最小粒子直径と最大粒子直径との差が、およそ３００ｎｍを超えない、項目１～３８のい
ずれか１項に記載の方法。
（項目７５）
最小粒子直径と最大粒子直径との差が、およそ２００ｎｍを超えない、項目１～３８のい
ずれか１項に記載の方法。
（項目７６）
最小粒子直径と最大粒子直径との差が、およそ１００ｎｍを超えない、項目１～３８のい
ずれか１項に記載の方法。
（項目７７）
最小粒子直径と最大粒子直径との差が、およそ５０ｎｍを超えない、項目１～３８のいず
れか１項に記載の方法。
（項目７８）
前記粒子が、３００ｎｍという平均直径を有する、項目１～３８のいずれか１項に記載の
方法。
（項目７９）
前記粒子が、２００ｎｍという平均直径を有する、項目１～３８のいずれか１項に記載の
方法。
（項目８０）
前記粒子が、１５０ｎｍという平均直径を有する、項目１～３８のいずれか１項に記載の
方法。
（項目８１）
前記粒子が、１００ｎｍという平均直径を有する、項目１～３８のいずれか１項に記載の
方法。
（項目８２）
前記粒子が、７５ｎｍという平均直径を有する、項目１～３８のいずれか１項に記載の方
法。
（項目８３）
前記粒子が、５０ｎｍという平均直径を有する、項目１～３８のいずれか１項に記載の方
法。
（項目８４）
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前記粒子が、１００～３００ｎｍに及ぶ平均直径を有する、項目１～３８のいずれか１項
に記載の方法。
（項目８５）
前記粒子が、５０～２５０ｎｍに及ぶ平均直径を有する、項目１～３８のいずれか１項に
記載の方法。
（項目８６）
前記粒子が、６０～２００ｎｍに及ぶ平均直径を有する、項目１～３８のいずれか１項に
記載の方法。
（項目８７）
前記粒子が、６５～１５０ｎｍに及ぶ平均直径を有する、項目１～３８のいずれか１項に
記載の方法。
（項目８８）
前記粒子が、７０～１３０ｎｍに及ぶ平均直径を有する、項目１～３８のいずれか１項に
記載の方法。
（項目８９）
前記粒子が、８０～１１０ｎｍに及ぶ平均直径を有する、項目１～３８のいずれか１項に
記載の方法。
（項目９０）
前記粒子が、９０～１００ｎｍに及ぶ平均直径を有する、項目１～３８のいずれか１項に
記載の方法。
（項目９１）
前記粒子が、１０～１００ｎｍに及ぶ平均直径を有する、項目１～３８のいずれか１項に
記載の方法。
（項目９２）
前記粒子が、２５～１００ｎｍに及ぶ平均直径を有する、項目１～３８のいずれか１項に
記載の方法。
（項目９３）
前記粒子が、５０～１００ｎｍに及ぶ平均直径を有する、項目１～３８のいずれか１項に
記載の方法。
（項目９４）
前記粒子が、７５～１００ｎｍに及ぶ平均直径を有する、項目１～３８のいずれか１項に
記載の方法。
（項目９５）
前記ナノエマルションが、毒性溶媒を実質的に含まない、項目１～３８のいずれか１項に
記載の方法。
（項目９６）
前記ナノエマルションが、５０％未満の毒性溶媒を含む、項目１～３８のいずれか１項に
記載の方法。
（項目９７）
前記ナノエマルションが、２５％未満の毒性溶媒を含む、項目１～３８のいずれか１項に
記載の方法。
（項目９８）
前記ナノエマルションが、１０％未満の毒性溶媒を含む、項目１～３８のいずれか１項に
記載の方法。
（項目９９）
前記ナノエマルションが、５％未満の毒性溶媒を含む、項目１～３８のいずれか１項に記
載の方法。
（項目１００）
前記ナノエマルションが、１％未満の毒性溶媒を含む、項目１～３８のいずれか１項に記
載の方法。
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（項目１０１）
前記ナノエマルションが、安定である、項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１０２）
前記粒子の大部分が、少なくとも１日間安定である、項目１～３８のいずれか１項に記載
の方法。
（項目１０３）
前記粒子の大部分が、少なくとも２週間安定である、項目１～３８のいずれか１項に記載
の方法。
（項目１０４）
前記粒子の大部分が、少なくとも２ヶ月間安定である、項目１～３８のいずれか１項に記
載の方法。
（項目１０５）
前記粒子の大部分が、少なくとも５ヶ月間安定である、項目１～３８のいずれか１項に記
載の方法。
（項目１０６）
前記粒子の大部分が、少なくとも１２ヶ月間安定である、項目１～３８のいずれか１項に
記載の方法。
（項目１０７）
前記粒子の大部分が、少なくとも２４ヶ月間安定である、項目１～３８のいずれか１項に
記載の方法。
（項目１０８）
前記ナノエマルションが、高剪断力に曝露されることによって生成された、項目１～３８
のいずれか１項に記載の方法。
（項目１０９）
前記ナノエマルションが、１０分未満にわたって高剪断力に曝露されることによって生成
された、項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１１０）
前記ナノエマルションが、２分未満にわたって高剪断力に曝露されることによって生成さ
れた、項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１１１）
前記ナノエマルションが、１分未満にわたって高剪断力に曝露されることによって生成さ
れた、項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１１２）
前記ナノエマルションが、３０秒未満にわたって高剪断力に曝露されることによって生成
された、項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１１３）
前記ナノエマルションが、３，０００ｐｓｉを超える圧力に曝露されることによって生成
された、項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１１４）
前記ナノエマルションが、１０，０００ｐｓｉを超える圧力に曝露されることによって生
成された、項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１１５）
前記ナノエマルションが、１８，０００ｐｓｉを超える圧力に曝露されることによって生
成された、項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１１６）
前記ナノエマルションが、２４，０００ｐｓｉを超える圧力に曝露されることによって生
成された、項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１１７）
前記ナノエマルションが、３０，０００ｐｓｉを超える圧力に曝露されることによって生
成された、項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
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（項目１１８）
前記ナノエマルションが、４０，０００ｐｓｉを超える圧力に曝露されることによって生
成された、項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１１９）
前記ナノエマルションが、微小流動化によって生成された、項目１～３８のいずれか１項
に記載の方法。
（項目１２０）
前記ナノエマルションが、３,０００ｐｓｉを超える圧力における微小流動化によって生
成された、項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１２１）
前記ナノエマルションが、１０,０００ｐｓｉを超える圧力における微小流動化によって
生成された、項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１２２）
前記ナノエマルションが、１８,０００ｐｓｉを超える圧力における微小流動化によって
生成された、項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１２３）
前記ナノエマルションが、２１，０００ｐｓｉを超える圧力における微小流動化によって
生成された、項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１２４）
前記ナノエマルションが、２４，０００ｐｓｉを超える圧力における微小流動化によって
生成された、項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１２５）
前記ナノエマルションが、３０，０００ｐｓｉを超える圧力における微小流動化によって
生成された、項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１２６）
前記ナノエマルションが、４０，０００ｐｓｉを超える圧力における微小流動化によって
生成された、項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１２７）
前記微小流動化が、シングルパス微小流動化によって生成された、項目１１９～１２６の
いずれか１項に記載の方法。
（項目１２８）
前記ナノエマルションが、キャビテーションによって生成された、項目１～３８のいずれ
か１項に記載の方法。
（項目１２９）
前記ナノエマルションが、高圧均質化によって生成された、項目１～３８のいずれか１項
に記載の方法。
（項目１３０）
前記治療薬が、ボツリヌス毒素である、項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１３１）
前記ボツリヌス毒素が、前記粒子内に被包されている、項目１３０に記載の方法。
（項目１３２）
前記ボツリヌス毒素が、前記粒子の表面上に吸着されている、項目１３０に記載の方法。
（項目１３３）
前記ボツリヌス毒素が、前記粒子の界面に会合されている、項目１３０に記載の方法。
（項目１３４）
前記ボツリヌス毒素が、Ａ型、Ｂ型、Ｃ１型、Ｃ２型、Ｄ型、Ｅ型、Ｆ型およびＧ型を含
む群から選択される項目１３０に記載の方法。
（項目１３５）
前記ボツリヌス毒素が、Ａ型ボツリヌス毒素である、項目１３０に記載の方法。
（項目１３６）



(16) JP 2011-526302 A5 2012.8.9

前記ボツリヌス毒素が、ボツリヌス毒素複合体である、項目１３０に記載の方法。
（項目１３７）
前記ボツリヌス毒素複合体が、非毒性の赤血球凝集素タンパク質または無毒性の非赤血球
凝集素タンパク質を含む、項目１３６に記載の方法。
（項目１３８）
前記ボツリヌス毒素が、アルブミンマトリックス内に組み込まれている、項目１３０に記
載の方法。
（項目１３９）
前記アルブミンが、ヒトアルブミンである、項目１３８に記載の方法。
（項目１４０）
前記ボツリヌス毒素が、アルブミンマトリックス内に組み込まれていない、項目１３０に
記載の方法。
（項目１４１）
前記ボツリヌス毒素が、精製されたボツリヌス毒素タンパク質またはそのフラグメントで
ある、項目１３０に記載の方法。
（項目１４２）
前記ボツリヌス毒素が、他のタンパク質から単離されているか、または実質的に単離され
ている、項目１３０に記載の方法。
（項目１４３）
前記ボツリヌス毒素が、非毒性のタンパク質から単離されているか、または実質的に単離
されている、項目１３０に記載の方法。
（項目１４４）
前記ボツリヌス毒素が、Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｂｏｔｕｌｉｎｕｍから単離されてい
る、項目１３０に記載の方法。
（項目１４５）
前記ボツリヌス毒素が、化学的に合成される、項目１３０に記載の方法。
（項目１４６）
前記ボツリヌス毒素が、組換え的に生成される、項目１３０に記載の方法。
（項目１４７）
前記ボツリヌス毒素が、野生型毒素と比べて、少なくとも１つの変異を含む、項目１３０
に記載の方法。
（項目１４８）
前記ボツリヌス毒素が、野生型毒素のフラグメントである、項目１３０に記載の方法。
（項目１４９）
前記治療薬が、ポリペプチドである、項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１５０）
前記治療薬が、核酸である、項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１５１）
前記治療薬が、脂質である、項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１５２）
前記治療薬が、炭水化物である、項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１５３）
前記治療薬が、小分子である、項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１５４）
前記治療薬が、Ａ型ボツリヌス毒素、Ｂ型ボツリヌス毒素、Ｃ１型ボツリヌス毒素、Ｃ２

型ボツリヌス毒素、Ｄ型ボツリヌス毒素、Ｅ型ボツリヌス毒素、Ｆ型ボツリヌス毒素、Ｇ
型ボツリヌス毒素、局所用殺菌薬、過酸化ベンゾイル、トリクロサン、グルコン酸クロル
ヘキシジン、経口用抗生物質、局所用抗生物質、テトラサイクリン、ドキシサイクリン、
ミノサイクリン、メトロニダゾール、マクロライド抗生物質、ペニシリン、ジクロキサシ
リン、セファレキシン、エリスロマイシン、クリンダマイシン、ゲンタマイシン、スティ
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ーマイシン、ムピロシン、ホルモン、コルチゾン、局所用レチノイド、トレチノイン、ア
ダパレン、タザロテン、レチノール、抗ざ瘡活性を有する天然物、アロエベラ、アルーナ
、ウコン、パパイヤ、ティーツリー油、アゼライン酸、ニコチンアミド、制汗薬、塩化ア
ルミニウム、アルミニウムクロロハイドレート、アルミニウム－ジルコニウム化合物、ア
ルミニウムジルコニウムテトラクロロハイドレックスグリシン、アルミニウムジルコニウ
ムトリクロロハイドレックスグリシン、アンモニウムミョウバン、経口イソトレチノイン
、局所用スルファセタミド、局所硫黄、局所用カルシニューリンインヒビター、タクロリ
ムス、ピメクロリムス、局所用ペルメトリン、植物起源のメチルスルホニルメタン（ＭＳ
Ｍ）とシリマリンとの組み合わせ、アザ－ステロイド、フィナステリド、デュタステリド
、ミノキシジル、抗アンドロゲン、ケトコナゾール、フルコナゾール、スピロノラクトン
、ソーパルメット、カフェイン、銅ペプチド、窒素酸化物スピン標識ＴＥＭＰＯおよびＴ
ＥＭＰＯＬ、不飽和脂肪酸、ガンマリノレン酸、ヘッジホッグアゴニスト、アゼライン酸
と亜鉛との組み合わせ、ツルドクダミ、カボチャの種子、亜鉛、イラクサ、コールタール
、ジトラノール、コルチコステロイド、デスオキシメタゾン、ビタミンＤ３アナログ、カ
ルシポトリオール、アルガンオイル、長波長紫外線（ＵＶＡ）への曝露を伴う局所用ソラ
レン、マリアアザミ、メトトレキサート、シクロスポリン、チオグアニン、ヒドロキシ尿
素、スルファサラジン、ミコフェノール酸モフェチル、アザチオプリン、タクロリムス、
ピメクロリムス、アレファセプト、エタネルセプト、インフリキシマブ、リツキシマブ、
エファリツマブ、アダリムマブ、ウステキヌマブ、バシトラシンとポリミキシンとの局所
用混合物、局所用フシジン酸クリーム、抗ウイルス治療剤、アシクロビル、ファムシクロ
ビル、バラシクロビル、トリクロロ酢酸、サリチル酸、ポドフィリン、ｃａｎｔｈａｃｕ
ｒ、イミキモド、テルビナフィン、クロトリマゾール、エコナゾール、硫化セレンシャン
プー、ケトコナゾールシャンプー、イトラコナゾール、５－フルオロウラシル、イミキモ
ド、ジクロフェナク、クロコダイル油およびそれらの組み合わせからなる群から選択され
る、項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１５５）
前記治療薬が、抗生物質である、項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１５６）
前記治療薬が、抗体である、項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１５７）
前記治療薬が、過酸化ベンゾイルである、項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１５８）
前記治療薬が、イソトレチノインである、項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１５９）
前記治療薬が、アゼライン酸（ａｚｅｌｉａｃ　ａｃｉｄ）である、項目１～３８のいず
れか１項に記載の方法。
（項目１６０）
前記ナノエマルションが、皮膚を変質または変化させずに該皮膚に浸透し得る、項目１～
３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１６１）
前記ナノエマルションが、皮膚透過促進剤または表皮剥脱物質を使用せずに皮膚に浸透し
得る、項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１６２）
前記ナノエマルションが、皮膚透過促進剤または表皮剥脱物質を使用せずに皮膚の最上層
に浸透し得る、項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１６３）
前記皮膚の最上層が、角質層の表面である、項目１６２に記載の方法。
（項目１６４）
前記皮膚の最上層が、皮膚孔を含む、項目１６２に記載の方法。
（項目１６５）
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前記皮膚の最上層が、皮膚腺を含む、項目１６２に記載の方法。
（項目１６６）
前記ナノエマルションが、化学的透過促進剤または表皮剥脱物質を使用せずに皮膚に浸透
し得る、項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１６７）
前記ナノエマルションが、機械的透過促進剤または表皮剥脱物質を使用せずに皮膚に浸透
し得る、項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１６８）
前記粒子が、皮膚を変質または変化させずに該皮膚に浸透し得る、項目１～３８のいずれ
か１項に記載の方法。
（項目１６９）
前記粒子が、皮膚透過促進剤または表皮剥脱物質を使用せずに皮膚に浸透し得る、項目１
～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１７０）
前記ボツリヌス毒素が、皮膚を変質または変化させずに該皮膚に浸透し得る、項目１～３
８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１７１）
前記ボツリヌス毒素が、皮膚透過促進剤または表皮剥脱物質を使用せずに皮膚に浸透し得
る、項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１７２）
前記ナノエマルションが、油を含む、項目１～３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１７３）
前記油が、アーモンドオイル、杏仁油、アボカド油、ババス油、ベルガモット油、ブラッ
クカラントシードオイル、ルリヂサ油、カデ油、カモミールオイル、カノーラ油、カラウ
ェー油、カルナバオイル、ひまし油、桂皮油、カカオバター、やし油、タラ肝油、コーヒ
ーオイル、トウモロコシ油、綿実油、エミューオイル、ユーカリ油、月見草油、魚油、ア
マニ油、ゲラニオール油、ヒョウタン油、ブドウ種油、ヘーゼルナッツオイル、ヒソップ
油、ミリスチン酸イソプロピル、ホホバ油、ククイナッツ油、ラバンジン油、ラベンダー
油、レモン油、アオモジ油、マカダミアナッツ油、ゼニアオイ油、マンゴー種子油、メド
ウフォーム種子油、ミンク油、ナツメグ油、オリーブ油、オレンジ油、オレンジラフィー
油、パーム油、パーム核油、桃仁油、落花生油、ケシ種子油、パンプキンシードオイル、
菜種油、米糠油、ローズマリー油、ベニバナ油、ビャクダン油、サザンカ油、セイボリー
オイル、クロウメモドキオイル、ゴマ油、シアバター油、シリコーン油、ダイズ油、ヒマ
ワリ油、ティーツリー油、アザミ油、ツバキ油、ベチベル油、クルミ油、麦芽油および１
３４９オイルならびにそれらの組み合わせからなる群から選択される、項目１７２に記載
の方法。
（項目１７４）
前記油が、ダイズ油である、項目１７２に記載の方法。
（項目１７５）
前記油が、中鎖トリグリセリドである、項目１７２に記載の方法。
（項目１７６）
前記油が、１３４９オイルである、項目１７２に記載の方法。
（項目１７７）
前記油が、ステアリン酸ブチル、カプリル酸トリグリセリド、カプリン酸トリグリセリド
、シクロメチコン、セバシン酸ジエチル、ジメチコーン３６０、ミリスチン酸イソプロピ
ル、鉱油、オクチルドデカノール、オレイルアルコール、シリコーン油およびそれらの組
み合わせからなる群から選択される、項目１７２に記載の方法。
（項目１７８）
前記ナノエマルションが、１つより多い油を有しない、項目１～３８のいずれか１項に記
載の方法。
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（項目１７９）
前記ナノエマルションが、界面活性物質を含む、項目１～３８のいずれか１項に記載の方
法。
（項目１８０）
前記界面活性物質が、非イオン性洗浄剤である、項目１７９に記載の方法。
（項目１８１）
前記界面活性物質が、ホスホグリセリド；ホスファチジルコリン；ジパルミトイルホスフ
ァチジルコリン（ＤＰＰＣ）；ジオレイルホスファチジルエタノールアミン（ＤＯＰＥ）
；ジオレイルオキシプロピルトリエチルアンモニウム（ＤＯＴＭＡ）；ジオレオイルホス
ファチジルコリン；コレステロール；コレステロールエステル；ジアシルグリセロール；
ジアシルグリセロールスクシネート；ジホスファチジルグリセロール（ＤＰＰＧ）；ヘキ
サンデカノール；ポリエチレングリコール（ＰＥＧ）などの脂肪アルコール；ポリオキシ
エチレン－９－ラウリルエーテル；パルミチン酸またはオレイン酸などの表面活性脂肪酸
；脂肪酸；脂肪酸モノグリセリド；脂肪酸ジグリセリド；脂肪酸アミド；トリオレイン酸
ソルビタン（Ｓｐａｎ８５）グリココレート；ソルビタンモノラウレート（Ｓｐａｎ２０
）；ポリソルベート２０（ＴＷＥＥＮ（登録商標）２０）；ポリソルベート６０（ＴＷＥ
ＥＮ（登録商標）６０）；ポリソルベート６５（ＴＷＥＥＮ（登録商標）６５）；ポリソ
ルベート８０（ＴＷＥＥＮ（登録商標）８０）；ポリソルベート８５（ＴＷＥＥＮ（登録
商標）８５）；超精製ポリソルベート２０（ＳＲ　ＴＷＥＥＮ（登録商標）２０）；超精
製ポリソルベート６０（ＳＲ　ＴＷＥＥＮ（登録商標）６０）；超精製ポリソルベート６
５（ＳＲ　ＴＷＥＥＮ（登録商標）６５）；超精製ポリソルベート８０（ＳＲ　ＴＷＥＥ
Ｎ（登録商標）８０）；超精製ポリソルベート８５（ＳＲ　ＴＷＥＥＮ（登録商標）８５
）；モノステアリン酸ポリオキシエチレン；スルファクチン；ポロキソマー；トリオレイ
ン酸ソルビタンなどのソルビタン脂肪酸エステル；レシチン；リゾレシチン；ホスファチ
ジルセリン；ホスファチジルイノシトール；スフィンゴミエリン；ホスファチジルエタノ
ールアミン（ケファリン）；カルジオリピン；ホスファチジン酸；セレブロシド；ジセチ
ルホスフェート；ジパルミトイルホスファチジルグリセロール；ステアリルアミン；ドデ
シルアミン；ヘキサデシル－アミン；パルミチン酸アセチル；リシノール酸グリセリン；
ステアリン酸ヘキサデシル；ミリスチン酸イソプロピル；チロキサポール；ポリ（エチレ
ングリコール）５０００－ホスファチジルエタノールアミン；ポリ（エチレングリコール
）４００－モノステアレート；リン脂質；高い界面活性物質の特性を有する合成および／
または天然の洗浄剤；デオキシコレート；シクロデキストリン；カオトロピック塩；イオ
ン対形成剤；ならびにそれらの組み合わせからなる群から選択される、項目１７９に記載
の方法。
（項目１８２）
前記界面活性物質が、Ｔｗｅｅｎ８０である、項目１７９に記載の方法。
（項目１８３）
前記ナノエマルションが、１つより多い界面活性物質を有しない、項目１～３８のいずれ
か１項に記載の方法。
（項目１８４）
前記ナノエマルションが、油および界面活性物質を含む、項目１～３８のいずれか１項に
記載の方法。
（項目１８５）
前記油および界面活性物質が、０．５～２．０に及ぶ比で存在する、項目１８４に記載の
方法。
（項目１８６）
前記油および界面活性物質が、０．５～１．５に及ぶ比で存在する、項目１８４に記載の
方法。
（項目１８７）
前記油および界面活性物質が、０．５～１．０に及ぶ比で存在する、項目１８４に記載の
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方法。
（項目１８８）
前記油および界面活性物質が、１．０～２．０に及ぶ比で存在する、項目１８４に記載の
方法。
（項目１８９）
前記油および界面活性物質が、１．５～２．０に及ぶ比で存在する、項目１８４に記載の
方法。
（項目１９０）
前記ナノエマルション中の油のパーセントが、１％～３０％に及ぶ、項目１８４に記載の
方法。
（項目１９１）
前記ナノエマルション中の油のパーセントが、１％～２０％に及ぶ、項目１８４に記載の
方法。
（項目１９２）
前記ナノエマルション中の油のパーセントが、１％～１０％に及ぶ、項目１８４に記載の
方法。
（項目１９３）
前記ナノエマルション中の油のパーセントが、およそ８％である、項目１８４に記載の方
法。
（項目１９４）
前記ナノエマルション中の油のパーセントが、およそ５％である、項目１８４に記載の方
法。
（項目１９５）
前記ナノエマルション中の界面活性物質のパーセントが、１％～３０％に及ぶ、項目１８
４に記載の方法。
（項目１９６）
前記ナノエマルション中の界面活性物質のパーセントが、１％～２０％に及ぶ、項目１８
４に記載の方法。
（項目１９７）
前記ナノエマルション中の界面活性物質のパーセントが、１％～１０％に及ぶ、項目１８
４に記載の方法。
（項目１９８）
前記ナノエマルション中の界面活性物質のパーセントが、およそ８％である、項目１８４
に記載の方法。
（項目１９９）
前記ナノエマルション中の界面活性物質のパーセントが、およそ５％である、項目１８４
に記載の方法。
（項目２００）
前記油が、アーモンドオイル、杏仁油、アボカド油、ババス油、ベルガモット油、ブラッ
クカラントシードオイル、ルリヂサ油、カデ油、カモミールオイル、カノーラ油、カラウ
ェー油、カルナバオイル、ひまし油、桂皮油、カカオバター、やし油、タラ肝油、コーヒ
ーオイル、トウモロコシ油、綿実油、エミューオイル、ユーカリ油、月見草油、魚油、ア
マニ油、ゲラニオール油、ヒョウタン油、ブドウ種油、ヘーゼルナッツオイル、ヒソップ
油、ミリスチン酸イソプロピル、ホホバ油、ククイナッツ油、ラバンジン油、ラベンダー
油、レモン油、アオモジ油、マカダミアナッツ油、ゼニアオイ油、マンゴー種子油、メド
ウフォーム種子油、ミンク油、ナツメグ油、オリーブ油、オレンジ油、オレンジラフィー
油、パーム油、パーム核油、桃仁油、落花生油、ケシ種子油、パンプキンシードオイル、
菜種油、米糠油、ローズマリー油、ベニバナ油、ビャクダン油、サザンカ油、セイボリー
オイル、クロウメモドキオイル、ゴマ油、シアバター油、シリコーン油、ダイズ油、ヒマ
ワリ油、ティーツリー油、アザミ油、ツバキ油、ベチベル油、クルミ油、麦芽油および１
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３４９オイルならびにそれらの組み合わせからなる群から選択される、項目１８４に記載
の方法。
（項目２０１）
前記油が、ダイズ油である、項目１８４に記載の方法。
（項目２０２）
前記油が、中鎖トリグリセリドである、項目１８４に記載の方法。
（項目２０３）
前記油が、１３４９オイルである、項目１８４に記載の方法。
（項目２０４）
前記油が、ステアリン酸ブチル、カプリル酸トリグリセリド、カプリン酸トリグリセリド
、シクロメチコン、セバシン酸ジエチル、ジメチコーン３６０、ミリスチン酸イソプロピ
ル、鉱油、オクチルドデカノール、オレイルアルコール、シリコーン油およびそれらの組
み合わせからなる群から選択される、項目１８４に記載の方法。
（項目２０５）
前記界面活性物質が、非イオン性洗浄剤である、項目１８４に記載の方法。
（項目２０６）
前記界面活性物質が、ホスホグリセリド；ホスファチジルコリン；ジパルミトイルホスフ
ァチジルコリン（ＤＰＰＣ）；ジオレイルホスファチジルエタノールアミン（ＤＯＰＥ）
；ジオレイルオキシプロピルトリエチルアンモニウム（ＤＯＴＭＡ）；ジオレオイルホス
ファチジルコリン；コレステロール；コレステロールエステル；ジアシルグリセロール；
ジアシルグリセロールスクシネート；ジホスファチジルグリセロール（ＤＰＰＧ）；ヘキ
サンデカノール；ポリエチレングリコール（ＰＥＧ）などの脂肪アルコール；ポリオキシ
エチレン－９－ラウリルエーテル；パルミチン酸またはオレイン酸などの表面活性脂肪酸
；脂肪酸；脂肪酸モノグリセリド；脂肪酸ジグリセリド；脂肪酸アミド；トリオレイン酸
ソルビタン（ＳＰＡＮ（登録商標）８５）グリココレート；ソルビタンモノラウレート（
ＳＰＡＮ（登録商標）２０）；ポリソルベート２０（ＴＷＥＥＮ（登録商標）２０）；ポ
リソルベート６０（ＴＷＥＥＮ（登録商標）６０）；ポリソルベート６５（ＴＷＥＥＮ（
登録商標）６５）；ポリソルベート８０（ＴＷＥＥＮ（登録商標）８０）；ポリソルベー
ト８５（ＴＷＥＥＮ（登録商標）８５）；超精製ポリソルベート２０（ＳＲ　ＴＷＥＥＮ
（登録商標）２０）；超精製ポリソルベート６０（ＳＲ　ＴＷＥＥＮ（登録商標）６０）
；超精製ポリソルベート６５（ＳＲ　ＴＷＥＥＮ（登録商標）６５）；超精製ポリソルベ
ート８０（ＳＲ　ＴＷＥＥＮ（登録商標）８０）；超精製ポリソルベート８５（ＳＲ　Ｔ
ＷＥＥＮ（登録商標）８５）；モノステアリン酸ポリオキシエチレン方法；スルファクチ
ン；ポロキソマー；トリオレイン酸ソルビタンなどのソルビタン脂肪酸エステル；レシチ
ン；リゾレシチン；ホスファチジルセリン；ホスファチジルイノシトール；スフィンゴミ
エリン；ホスファチジルエタノールアミン（ケファリン）；カルジオリピン；ホスファチ
ジン酸；セレブロシド；ジセチルホスフェート；ジパルミトイルホスファチジルグリセロ
ール；ステアリルアミン；ドデシルアミン；ヘキサデシル－アミン；パルミチン酸アセチ
ル；リシノール酸グリセリン；ステアリン酸ヘキサデシル；ミリスチン酸イソプロピル；
チロキサポール；ポリ（エチレングリコール）５０００－ホスファチジルエタノールアミ
ン；ポリ（エチレングリコール）４００－モノステアレート；リン脂質；高い界面活性物
質の特性を有する合成および／または天然の洗浄剤；デオキシコレート；シクロデキスト
リン；カオトロピック塩；イオン対形成剤；ならびにそれらの組み合わせからなる群から
選択される、項目１８４に記載の方法。
（項目２０７）
前記界面活性物質が、ＴＷＥＥＮ（登録商標）８０である、項目１８４に記載の方法。
（項目２０８）
前記ナノエマルションが、水性分散媒内に分散されている油性粒子を含む、項目１～３８
のいずれか１項に記載の方法。
（項目２０９）
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前記水性分散媒が、水、食塩溶液、リン酸緩衝食塩水、短鎖アルコール、５％デキストロ
ース、リンガー溶液、乳酸化リンガー注射液、乳酸化リンガー＋５％デキストロース注射
液、アシル化リンガー注射液、Ｎｏｒｍｏｓｏｌ－Ｍ、Ｉｓｏｌｙｔｅ　Ｅおよびそれら
の組み合わせからなる群から選択される、項目２０８に記載の方法。
（項目２１０）
前記水性分散媒が、水である、項目２０８に記載の方法。
（項目２１１）
前記油性粒子が、アーモンドオイル、杏仁油、アボカド油、ババス油、ベルガモット油、
ブラックカラントシードオイル、ルリヂサ油、カデ油、カモミールオイル、カノーラ油、
カラウェー油、カルナバオイル、ひまし油、桂皮油、カカオバター、やし油、タラ肝油、
コーヒーオイル、トウモロコシ油、綿実油、エミューオイル、ユーカリ油、月見草油、魚
油、アマニ油、ゲラニオール油、ヒョウタン油、ブドウ種油、ヘーゼルナッツオイル、ヒ
ソップ油、ミリスチン酸イソプロピル、ホホバ油、ククイナッツ油、ラバンジン油、ラベ
ンダー油、レモン油、アオモジ油、マカダミアナッツ油、ゼニアオイ油、マンゴー種子油
、メドウフォーム種子油、ミンク油、ナツメグ油、オリーブ油、オレンジ油、オレンジラ
フィー油、パーム油、パーム核油、桃仁油、落花生油、ケシ種子油、パンプキンシードオ
イル、菜種油、米糠油、ローズマリー油、ベニバナ油、ビャクダン油、サザンカ油、セイ
ボリーオイル、クロウメモドキオイル、ゴマ油、シアバター油、シリコーン油、ダイズ油
、ヒマワリ油、ティーツリー油、アザミ油、ツバキ油、ベチベル油、クルミ油、麦芽油お
よび１３４９オイルならびにそれらの組み合わせからなる群から選択される油を含む、項
目２０８に記載の方法。
（項目２１２）
前記油性粒子が、ダイズ油を含む、項目２０８に記載の方法。
（項目２１３）
前記油性粒子が、中鎖トリグリセリドを含む、項目２０８に記載の方法。
（項目２１４）
前記油性粒子が、１３４９オイルを含む、項目２０８に記載の方法。
（項目２１５）
前記油性粒子が、ステアリン酸ブチル、カプリル酸トリグリセリド、カプリン酸トリグリ
セリド、シクロメチコン、セバシン酸ジエチル、ジメチコーン３６０、ミリスチン酸イソ
プロピル、鉱油、オクチルドデカノール、オレイルアルコール、シリコーン油およびそれ
らの組み合わせからなる群から選択される油を含む、項目２０８に記載の方法。
（項目２１６）
前記ナノエマルションが、油性分散媒内に分散されている水性粒子を含む、項目１～３８
のいずれか１項に記載の方法。
（項目２１７）
前記水性粒子が、水、食塩溶液、リン酸緩衝食塩水、短鎖アルコール、５％デキストロー
ス、リンガー溶液、乳酸化リンガー注射液、乳酸化リンガー＋５％デキストロース注射液
、アシル化リンガー注射液またはＮｏｒｍｏｓｏｌ－Ｍ、Ｉｓｏｌｙｔｅ　Ｅからなる群
から選択される水性物質を含む、項目２１６に記載の方法。
（項目２１８）
前記水性粒子が、水を含む、項目２１６に記載の方法。
（項目２１９）
前記油性分散媒が、アーモンドオイル、杏仁油、アボカド油、ババス油、ベルガモット油
、ブラックカラントシードオイル、ルリヂサ油、カデ油、カモミールオイル、カノーラ油
、カラウェー油、カルナバオイル、ひまし油、桂皮油、カカオバター、やし油、タラ肝油
、コーヒーオイル、トウモロコシ油、綿実油、エミューオイル、ユーカリ油、月見草油、
魚油、アマニ油、ゲラニオール油、ヒョウタン油、ブドウ種油、ヘーゼルナッツオイル、
ヒソップ油、ミリスチン酸イソプロピル、ホホバ油、ククイナッツ油、ラバンジン油、ラ
ベンダー油、レモン油、アオモジ油、マカダミアナッツ油、ゼニアオイ油、マンゴー種子
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油、メドウフォーム種子油、ミンク油、ナツメグ油、オリーブ油、オレンジ油、オレンジ
ラフィー油、パーム油、パーム核油、桃仁油、落花生油、ケシ種子油、パンプキンシード
オイル、菜種油、米糠油、ローズマリー油、ベニバナ油、ビャクダン油、サザンカ油、セ
イボリーオイル、クロウメモドキオイル、ゴマ油、シアバター油、シリコーン油、ダイズ
油、ヒマワリ油、ティーツリー油、アザミ油、ツバキ油、ベチベル油、クルミ油、麦芽油
および１３４９オイルならびにそれらの組み合わせからなる群から選択される、項目２１
６に記載の方法。
（項目２２０）
前記油性分散媒が、ダイズ油である、項目２１６に記載の方法。
（項目２２１）
前記油性分散媒が、中鎖トリグリセリドである、項目２１６に記載の方法。
（項目２２２）
前記油性分散媒が、１３４９オイルである、項目２１６に記載の方法。
（項目２２３）
前記油が、ステアリン酸ブチル、カプリル酸トリグリセリド、カプリン酸トリグリセリド
、シクロメチコン、セバシン酸ジエチル、ジメチコーン３６０、ミリスチン酸イソプロピ
ル、鉱油、オクチルドデカノール、オレイルアルコール、シリコーン油およびそれらの組
み合わせからなる群から選択される、項目２１６に記載の方法。
（項目２２４）
前記ナノエマルションが、該ナノエマルションおよび少なくとも１つの薬学的に許容可能
な賦形剤を含む薬学的組成物として提供される、項目１～３８のいずれか１項に記載の方
法。
（項目２２５）
前記組成物が、クリーム、ローション、リニメント剤、ゲル、軟膏、スプレー、粉末、軟
化薬、エアロゾルおよびそれらの組み合わせからなる群から選択される、項目２２４に記
載の方法。
（項目２２６）
前記組成物が、クリームである、項目２２４に記載の方法。
（項目２２７）
前記組成物が、ローションである、項目２２４に記載の方法。
（項目２２８）
前記組成物が、リニメント剤である、項目２２４に記載の方法。
（項目２２９）
前記組成物が、粘着性パッチを用いて経皮的に投与される、項目２２４に記載の方法。
（項目２３０）
前記組成物が、スパーテルを用いて経皮的に投与される、項目２２４に記載の方法。
（項目２３１）
前記組成物が、スワブを用いて経皮的に投与される、項目２２４に記載の方法。
（項目２３２）
前記組成物が、針なし注射器を用いて経皮的に投与される、項目２２４に記載の方法。
（項目２３３）
前記組成物が、手袋をはめた指を用いて経皮的に投与される、項目２２４に記載の方法。
（項目２３４）
前記組成物が、保護されていない指を用いて経皮的に投与される、項目２２４に記載の方
法。
（項目２３５）
前記組成物が、デオドラントスティックを用いて経皮的に投与される、項目２２４に記載
の方法。
（項目２３６）
前記組成物が、皮膚の非標的部位に該組成物を適用することなく該皮膚上の標的部位への
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該組成物の適用を可能にするデバイスを用いて経皮的に投与される、項目２２４に記載の
方法。
（項目２３７）
前記ボツリヌス毒素のすべてが、皮膚を透過する、項目２２４に記載の方法。
（項目２３８）
前記ボツリヌス毒素の少なくとも９９％が、皮膚を透過する、項目２２４に記載の方法。
（項目２３９）
前記ボツリヌス毒素の少なくとも９５％が、皮膚を透過する、項目２２４に記載の方法。
（項目２４０）
前記ボツリヌス毒素の少なくとも９０％が、皮膚を透過する、項目２２４に記載の方法。
（項目２４１）
前記ボツリヌス毒素の少なくとも７５％が、皮膚を透過する、項目２２４に記載の方法。
（項目２４２）
前記ボツリヌス毒素の少なくとも５０％が、皮膚を透過する、項目２２４に記載の方法。
（項目２４３）
前記ボツリヌス毒素の少なくとも２５％が、皮膚を透過する、項目２２４に記載の方法。
（項目２４４）
前記ボツリヌス毒素の少なくとも１０％が、皮膚を透過する、項目２２４に記載の方法。
（項目２４５）
前記ボツリヌス毒素の少なくとも１％が、皮膚を透過する、項目２２４に記載の方法。
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